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第
５
波
で
は
、
学
校
・
園
の
子
ど

も
た
ち
に
も
感
染
が
広
が
り
ま
し
た
。

２
学
期
開
始
直
後
に
は
、
自
主
休
校

し
た
児
童
生
徒
が
４
０
０
人
以
上
い

ま
し
た
。
変
異
株
の
感
染
力
は
明
ら

か
に
強
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
12
歳
未

満
児
は
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
年
代
で
す
。

　

第
６
波
が
心
配
さ
れ
る
中
、
今
後

は
学
校
・
園
に
特
別
な
コ
ロ
ナ
対
策

が
必
要
で
す
。
一
人
で
も
感
染
者
が

出
れ
ば
、
ク
ラ
ス
全
体
、
学
校
全
体

の
検
査
を
即
時
実
施
す
る
な
ど
市
独

自
の
対
応
を
求
め
ま
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
の
方
針
を
変
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

義
務
教
育
や
就
学
前
教
育
・
保
育

の
「
場
を
保
障
」
し
、「
安
全
な
教
育
・

保
育
環
境
」
で
「
子
ど
も
た
ち
の
命

を
守
る
」
た
め
に
、
検
査
拡
大
を
求

め
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の

変
異
株
は
脅
威

学
校
・
園
で
の
対
応
強
化
を

　

大
森
市
長
は
、
岡
山
市
の
待
機
児

童
は
ほ
ぼ
解
消
し
た
、
と
大
き
く
新

聞
広
告
ま
で
打
ち
ま
し
た
（
費
用
１

９
８
万
円
）
。
し
か
し
、
認
可
保
育

園
を
希
望
し
て
入
れ
な
か
っ
た
８
３

６
人
、
そ
の
中
で
も
希
望
園
を
３
園

書
い
て
も
入
れ
な
か
っ
た
方
は
４
０

５
人
も
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
８
３
６
人
の
う
ち
、

岡
山
市
が
「
待
機
児
童
」
と
し
て
い

る
の
は
31
人
で
す
。

　

大
森
市
長
は
８
年
前
の
就
任
直
後

に
、
自
ら
待
機
児
童
の
定
義
を
「
希

望
園
３
園
書
い
て
も
入
れ
な
か
っ
た

人
」
と
変
え
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
が
、

現
在
は
国
の
言
う
ま
ま
に
、
こ
の

方
々
が
市
の
勧
め
る
認
可
外
施
設
な

ど
断
っ
た
場
合
に
は
、
待
機
児
童
か

ら
外
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
願
い
か
ら
は
か
け
離
れ
た

数
字
マ
ジ
ッ
ク
で
は
な
く
、
真
の
待

機
児
童
ゼ
ロ
を
求
め

て
い
き
ま
す
。

待
機
児
童
が

31

人
に
減
っ
た
と
い
う
が…

交通弱者の運賃が半額に

国保証取り上げ行わない

学習サポート事業の定員増

　高齢者、障害者へのバスと路面電車の

運賃半額割引が始まりました。運転免許

証の返納は必要ありません。党市議団は、

高齢者や障害者の交通手段確保や負担軽

減と、公共交通維持のための公費投入拡

大を一貫して求めてきました。

　生活困窮世帯の子どもたちを対象にし

た子どもの学習サポート事業の定員が増

えました。（公民館などでの集合型は150

人➡210人、オンラインなどの訪問・遠

隔型は60人➡90人）

　国民健康保険の滞納者に対する「資格証

明書」発行（保険証取り上げ）を今年度は

行わないと市が表明しました。来年度以

降も負担能力のある世帯以外には行わな

い方針です。

夜間中学校開設へ

　今まで十分な学びを得られなかった人

への夜間中学校について、2025年度まで

の開設を目指すと表明しました。

党
市議団の

要
求実る

弁護士と無料法律相談

毎月第１～第４月曜日夕方に

法律相談を行っています。

要
予約

℡ 803-1707（市議団）
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